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Md ：曲げモーメントの設計用値（kN･m/m）
Mud ：無筋コンクリート部材の設計曲げ耐力（kN･m/m）
g i ：構造物係数（＝1 .1）

② 無筋コンクリート部材の曲げモーメントの設計用値は、自重によって発生する曲げモーメントとし、吊り
筋位置を支点とする張出し梁として計算してよい。
③無筋コンクリートの曲げ耐力は、曲げひび割れに対する曲げひび割れ耐力として計算する。

（2 . 7 . 2）
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ここに、
fbck ：コンクリートの曲げひび割れ強度の特性値（N/mm2）
k0b ：コンクリートの引張軟化特性に起因する引張強度と曲げ強度の関係を表す係数
k1b ：乾燥，水和熱など，その他の原因によるひび割れ強度の低下を表す係数
h ：部材の高さ（m）（＞0 .2）
lch ：特性長さ（m）（＝GFEC/ftk

2）
GF ：コンクリートの破壊エネルギー（N/m）（＝10（dmax）1 /3･f'ck

1 /3）
EC ：コンクリートのヤング係数（kN/mm2）
ftk ：引張強度の特性値（N/mm2）
dmax ：粗骨材の最大寸法（mm）
f'ck ：圧縮強度の特性値（N/mm2）
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ここに、
fbcd ：コンクリートの曲げひび割れ強度の設計用値（=fbck/g c）。材料係数を g c=1.3として求めてよい。
Mud ：無筋コンクリート部材の設計曲げ耐力（kN･m/m）
b ：部材の幅（m）
z ：部材の引張応力と圧縮応力の中心間距離（=2h/ 3）
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